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表 題 編 著 者 出 版 者 出版年月 定 価 ISBN-13 備 考

あなたもできる100問
解いて天気予報

山本光義 技報堂出版 2013.06 ￥1,400 9784765544740

異常気象の大研究 三上岳彦 PHP研究所 2013.06 ￥2,800 9784569783390

いちばんやさしい天気
と気象の事典

武田康男 永岡書店 2013.06 ￥850 9784522431962

気象業務はいま 2013 気象庁 研精堂印刷 2013.06 ￥2,600 9784904263051

気象予報士試験精選問
題集（平成25年度版）

気象予報士試験
研究会

成山堂書店 2013.06 ￥2,800 9784425973781

気象予報のための天気
図のみかた 改訂新版

下山紀夫 東京堂出版 2013.06 ￥4,200 9784490208320

季節，気候，気象を味
方にする生き方

石川勝敏 産学社 2013.06 ￥1,400 9784782533673

再生可能エネルギーが
一番わかる（しくみ図
解）

今泉大輔 技術評論社 2013.06 ￥1,880 9784774156675

桜がなくなる日：生物
の絶滅と多様性を考え
る

岩槻邦男 平凡社 2013.06 ￥760 9784582856866
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全国異常気象概況
2012

気象庁 気象業務支援
センター

2013.06 ￥1,440 気象業務支援セン
ター

TEL:03-5281-0440

FAX:03-5281-0443

URL:www.jmbsc.
or.jp

空を見上げたくなる本
―お天気読みになるた
めの10カ条

山本光義 技報堂出版 2013.06 ￥1,800 9784765544757

天気の名前 ビジュア
ル気象歳時記

森田正光 世界文化社 2013.06 ￥1,600 9784418132188

注：表中で定価はすべて本体価格（税別）です（特記したものを除く）．
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ページ

（ に「『天気』は1954年に創

刊された日本気象学会の機

://www.metsoc.jp）

編集後記：これまで，オンライン天気の

方か

ら，「機関誌になったのは1956年からですよ」という

ご教示を頂きました．ありがとうございました．

1954年５月の創刊号には「“天気”は日本気象学会

の月刊雑誌として発足する．」と書かれ，以下のよう

に続いています．「本誌が発刊される（略）一番有力

なきつかけとなつたのは何といつても地方在住会員の

強い要望である．本誌が直接気象現象を観測しておら

れる方，第一線で気象事業に従事しておられる方，そ

のほか農業気象や応用気象などにたずさわつておられ

る方の調査，研究等の小論文の発表機関になれれば最

大の目的は達せられたといつてよいであろう．」

機関誌になった1956年１月号には，畠山久尚理事長

による「新発足の辞」が掲載されました．当時

関誌で，年12回発行されま

す．」と書かれていました．これについて会員の

長はイギリス気象学会に“Quarter-

ly Journal”(Quart. J. Roy. Meteor. Soc.)と

“Weather”，アメリカ気象学会に“Journal”(J.

Meteor., 後の J. Atmos. Sci.)と“Bulletin”(Bull.

Amer.Meteor.Soc.)等があることを例に挙げ，「“天

気”の編集者はおそらく頭の中に“Weather”と

“Bulletin”とを描きながら，日本の気象界の事情を

考え合わせて今読者の前に配られたようなものを作り

上げた．」と書いています．

それから約60年にわたり，「天気」は国内の気象研

究者に情報交換の場を提供してきました．しかし，第

一線の気象事業に携わっている会員の調査研究を発表

するという創刊時の目的が達成されたかどうかとなる

と，物足りないところがあります．「天気」編集委員

会では，「調査ノート」の導入や「気象のABC」の連

載など，研究を本務としない会員と先端的な研究者の

橋渡しになる企画を進めてきましたが，今後も読者の

多様な要望に応えていけるよう工夫していく所存で

す．そのため，会員の皆様方からの建設的なご意見，

ご提案をお待ち致します．「新発足の辞」にも次のよ

うに書かれていました．

「学会の機関誌は会員皆の雑誌なのだから，恐れる

ことなく価値のある論文をどんどん投稿されたい．ま

たこの雑誌をよくしてゆくことは会員皆の責任でもあ

るのだから，そのことについての意見もどしどし編集

者あてに寄せられたい．」

引き続き「天気」をよろしくお願い致します．

（藤部文昭)

，すで

に日本気象学会の機関誌として「気象集誌」がありま

したが，畠山理事


